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	応用
	抗原情報
	背景
	AKT1やPDPK1などのPHドメイン含有タンパク質を膜にリクルートすることで重要な役割を果たし、細胞の成長、生存、増殖、運動性、形態形成に関わるシグナル伝達カスケードを活性化します。免疫応答を媒介します。B細胞の発達、増殖、遊走、機能にも関与します。B細胞受容体（BCR）シグナル伝達に必須です。ホスホイノシチド3キナーゼ（PI3K）は、ホスファチジルイノシトール（PI）とそのリン酸化誘導体をイノシトール環の3位でリン酸化して、3-ホスホイノシチドを生成します（PubMed:9235916）。 ATPとPtdIns(4,5)P2（ホスファチジルイノシトール4,5-ビスリン酸）を使用して、ホスファチジルイノシトール3,4,5-トリスリン酸（PIP3）（PubMed:15135396）を生成します。PIP3は、AKT1やPDPK1などのPHドメイン含有タンパク質を膜にリクルートすることで、細胞の成長、生存、増殖、運動性、形態に関与するシグナル伝達カスケードを活性化することで重要な役割を果たします。免疫応答を媒介します。B細胞の発達、増殖、遊走、および機能に役割を果たします。B細胞受容体（BCR）シグナル伝達に必要です。抗IgM、抗CD40、およびIL4刺激に対するB細胞増殖応答を媒介します。TLR4およびTLR9に応答してサイトカイン産生を促進します。TLR9を介した抗体クラススイッチに必要です。B細胞の抗原提示機能に関与しています。 CXCL13およびスフィンゴシン1-リン酸（S1P）に応答してB細胞の走化性に関与する。ナイーブT細胞、エフェクターT細胞およびメモリーT細胞の増殖、シグナル伝達、サイトカイン産生に必要。T細胞受容体（TCR）シグナル伝達に必要。免疫シナプスでTCRシグナル伝達イベントを媒介する。TCRによる活性化は、抗原依存性メモリーT細胞の移動および抗原組織への滞留を引き起こす。PIK3CGとともに、T細胞の発達に関与する。ヘルパーT細胞の増殖および分化に寄与する。ホーミング受容体SELL/CD62L、CCR7、およびS1PR1が媒介するT細胞の移動および抗原依存性T細胞のリクルートメントに必要。PIK3CGとともに、ナチュラルキラー（NK）細胞の発達および炎症部位への移動に関与する。NK細胞受容体の活性化に関与PIK3CGと共に、好中球の走化性および血管外遊出に関与する。PIK3CGと共に、好中球の呼吸バーストにも関与する。マスト細胞の発達およびマスト細胞を介したアレルギー反応において重要な役割を果たす。幹細胞因子（SCF）を介した増殖、接着、および遊走に関与する。アレルゲンIgE誘導性の脱顆粒およびサイトカイン放出に必須である。その生物学的機能には脂質キナーゼ活性が必要である。アイソフォーム2は、総RASレベルの安定化に関与し、ERKリン酸化およびPI3K活性の上昇をもたらす可能性がある。
	研究分野
	イノシトールリン酸代謝、ErbB_HER、ケモカイン、ホスファチジルイノシトールシグナル伝達系、mTOR、アポトーシス阻害、ミトコンドリアアポトーシス、アポトーシスの概要、VEGF、接着斑、Toll 様、Jak_STAT、ナチュラル キラー細胞を介した細胞傷害、T 細胞受容体、B 細胞抗原、Fc イプシロン RI、Fc ガンマ R を介した貪食、白血球の内皮透過性遊走、神経栄養因子、アクチンと細胞骨格の調節、インスリン受容体、プロゲステロンを介した卵母細胞成熟、II 型糖尿病、アルドステロンを介したナトリウム再吸収、がんの経路、大腸がん、腎細胞がん、膵臓がん、子宮内膜がん、神経膠腫、前立腺がん;黒色腫;慢性骨髄性白血病;急性骨髄性白血病;小細胞肺がん;非小細胞肺がん;
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	（1）K562細胞溶解物、（2）RAW264細胞溶解物、（3）ラット腎臓溶解物におけるPI3キナーゼp110デルタ発現のウエスタンブロット分析。

